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システムが車線内の走行や追従を支援します。システムは設
定された車速を保ちながら車線中央に沿うように走行し、先
行車がいる場合は適切な車間距離を保ちながら追従を支援
します。

ハンズオフ機能付車線内運転支援機能で走行中、ドライバー
が周囲の安全を確認しウインカーを操作すると、システムが
車線変更に伴う加減速、ハンドル操作を支援します。

■車線変更する前に必ず車線変更先の状況を含めた周囲の状況を確認してください。

ハンズオフ機能付車線内運転支援機能で走行中、高度車線
変更支援スイッチをONにすると一定の条件下でシステムが状
況を判断して、車線変更や追い越しなどの操作を支援します。
システムが車速の遅い先行車を検知した場合、ドライバーに
告知を行ったうえで、追い越しや車線復帰を支援します。

■車線変更する前に必ず車線変更先の状況を含めた周囲の状況を確認してください。

車両をご使用になる前に必ず取扱説明書をお読みください。各システムは、いずれも道路状況、天候状況、車両状態等によっては作動しない場合や十分に性能を発揮できない場合があります。メーターなどにお知らせが表示された場合は指示にしたがってください。運転者による操作
はシステムによる操作より優先されます。■ハンズオフ機能付車線内運転支援機能は、ドライバーモニタリングカメラが運転者の姿勢を正しくない（居眠り、わき見、不動等）と判断したときには作動しません。■ハンズオフ機能付車線変更支援機能は、ハンズオフ機能付車線内運転支
援機能を作動させながら直線または半径300m以上のゆるやかなカーブを約65km/h以上で走行中、移動先車線の前方後方に車両がいないとき、かつ、車線変更する側の車線境界線が破線・実線のときに作動します。■ハンズオフ機能付高度車線変更支援機能は、ハンズオフ機
能付車線内運転支援機能を作動させながら、ハンズオフ機能付高度車線変更支援機能が設定ＯＮの状態で、直線または半径500m以上のゆるやかなカーブを約65km/h以上で走行中、移動先車線の前方後方に車両がいないとき、かつ、車線変更する側の車線境界線が破線のと
きに作動。先行車が設定した車速より遅く、自車との速度差が約15km/h以上ある場合に車線変更・追い越しを開始します。■トラフィックジャムパイロット（渋滞運転機能）は、ハンズオフ機能付車線内運転支援機能が作動中、車速が約30km/h以下になり、かつ前後に車両がいる渋
滞走行時に作動します。渋滞が解消したり、車速が約50km/h以上になると、作動を終了し、運転者に操作要求を行います。システムから要求があった場合には、運転者が運転操作を行う必要があります。■緊急時停車支援機能は、運転者が一定時間システムからの操作要求に応じ
ない場合に作動します。あらゆる状況で安全な停車、衝突の回避や衝突による被害軽減を保証するシステムではありません。意図的にシステムを作動させると、思わぬ事故につながり、死亡または重大な傷害にいたるおそれがありますので絶対に意図的に作動させないでください。

■ Honda SENSING Eliteの各機能の能力（認識能力・制御能力）には限界があります。高速道路や自動車専用道本線ではない道路で使用したり、システムに頼った運転や運転者がシステムからの操作要求に応じない場合には、思わぬ事故につながり、死亡または重大な傷害にいたるおそれがあり
ます。高速道路や自動車専用道本線上のあらゆる状況でアクセル・ブレーキ・ステアリング操作をするシステムではありません。各機能の能力を過信せず、つねに周囲の状況に気をつけ、安全運転をお願いします。システムからの操作要求があった場合にすぐに運転操作が可能な状態を保ってください。

＊　写真は機能説明のための合成イメージです。

ハンズオフを可能にし、車線変更や追い越しまでも支援する先進の新機能。
高速道路や自動車専用道で、渋滞追従機能付アダプティブクルーズコント
ロール（ACC）と車線維持支援システム（LKAS）が作動中に一定の条件を

満たすと、ドライバーがハンドルから手を離した状態でも、システムが運転操作
を支援する機能。


